
 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                          

「忍川・酒巻導水路」川の国埼玉はつらつプロジェクトの取組方針（案） 

 

   ■  現  状 

 

●忍川・酒巻導水路には桜並木や親水護岸があり、灯ろう流しが 

行われるなど、市民の憩いの場となっている。 

 

●日本遺産の構成文化財である足袋蔵・忍城址・埼玉古墳群や 

古代蓮の里など多くの史跡や観光資源に恵まれている。 

 

●忍川・酒巻導水路については、水辺再生１００プランや川の 

まるごと再生プロジェクトにて整備されているが、未整備区間 

も多い。 

 

●忍川上流付近には社寺も多く、昔ながらの風景が残っている。 

 

 

 

 

   ■  課  題 

 

●多くの観光資源に恵まれているが、それらをつなぐ交通手段が 

不足している。そのため、観光客の滞在時間が短くなっている。 

 

●市内の広範囲にポタリングロードが整備されているが、さらなる 

活用の促進が求められる。 

 

●水量の少ない時期に特に水質の悪化がみられる。 

 

 

 

  ■ 達 成 目 標 

 

■プロジェクトテーマ 

  『 ポタリングで巡るまちぎょうだ 』 

 

●まちなかと水辺空間の活性化 

 ※自転車や徒歩による観光を推進し、市内の回遊性を高める。 

  また、水辺空間を整備・有効活用することにより、新たなまちの 

賑わいを創出する。 

●環境に配慮した整備の実施 

●水質改善  

 

 

 

 

 

●市内への回遊性の向上 

 

●賑わいの創出 

 

●水辺空間の利活用 

 

 

 

 

 

● 遊歩道整備 

 

● 親水護岸整備 

 

● 河床整備 

 

 

 

 

 

 

まちづくり事業 川の整備計画 

まちづくりの取組方針 川の整備方針 

資料１ 

■ 地域住民と一体となった取組 

維持管理の役割分担 


